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『三田商学研究学生論文集』の刊行にあたって

商学部長

佐　藤　　　和

　商学部は，福澤諭吉の実学の精神を「商学」の分野において継承し，社会の変化に対応する形で発展

させていくことを教育と研究の基本としています。福澤の言う「実学」は，サイヤンス＝科学の訳語で

あり，幕末から明治にかけての大変革期には，道理や理屈を知ることで，狭い経験の檻に囚われない見

方や考え方を身に付ける必要があったのです。

　そして現在もまた大変革期です。これから社会で広く AI（人工知能）の活用が進んでいく中，今日存

在している多くの職業が淘汰されていくだろうと言われています。私はそうした中で真っ先に価値がな

くなるのは，コピペしかできない大学生だと思います。時に AI は噓をつきます。その嘘を見破るため

には，幅広い教養と科学的な論理が必要なのです。

　人間の脳には約 1000 億と言われるニューロンがあり，最新のスーパーコンピュータの数桁上の性能

で深層学習を行うことができます。この皆さんが持っているニューラルネットワークを学習させ，人工

ではない本当の知能を身に付けなければならないのです。AI に使われるのではなく，AI を使っていく

ためには，問題を自らの力で発見し，解決策を提示し，実行するための能力，そしてリーダーとしての

高い倫理観，責任感を併せ持つ「独立自尊」の精神が必要となるのです。

　そして AI が行う学習やいわゆる「勉強」は，「誰か」が整理した情報を習得することですが，大学

生に求められているのは，その「誰かになる」こと，すなわち「研究」を行うことです。講義や文献の

渉猟により自らの知識を増やし，研究会や演習授業の中で，教員や仲間と議論をしながら「半学半教」

の関係の中で問題意識を明確化させ，仮説を構築・検証することを通じて解決策を模索していく作業，

これが論文作成，すなわち研究の醍醐味なのです。

　『三田商学研究学生論文集』は，第 1 号が刊行された 1980 年以来，厳格な審査基準を通過し，論理性，



体系性，オリジナリティの観点で優れた研究論文が慎重に選ばれて掲載されてきました。これらの論文

は，歴代商学部生が育んだ知的好奇心と学問への情熱から生まれた，真に価値ある成果であると確信し

ています。

　厳しい審査基準を突破して見事に論文を掲載することができた皆さん，誠におめでとうございます。

皆さんの努力の結果，今年度もまた高いレベルの論文集を刊行できることを喜ばしく思います。そして，

惜しくも掲載には至らなかったものの論文集に応募してくれた皆さん，さらには研究会で卒論を書き上

げた全ての皆さん，大変お疲れさまでした。論文作成の過程で得た知識や能力が，これからの歩みに向

けた大切な財産となることを忘れずにいてください。

　最後になりましたが，研究会で研究指導に当たられた先生方，本論文集の審査員をお引き受けくだ

さった先生方，商学会委員の先生方，商学会事務の方々にこの場をお借りして深く感謝申し上げます。

皆さまのご尽力によって学生たちの研究がより一層発展し，論文集として結実してここに刊行の運びと

なりました。本論文集が後に続く学生の新たな目標となり，商学部のさらなる活性化に資することを

願っています。

　　2026 年 1 月


